



To cite this Article, please include the DOI name in your reference data. 
引用本篇文獻時，請提供DOI資訊，並透過DOI永久網址取得最正確的書目資訊。  
請使用本篇文獻DOI永久網址進行連結:
To link to this Article:
















｢ ｢ .I ｢ r ｢
r - i ., .
1.i
千 :
し文 献 iこ 見 る 榛 フk と 棲 月tkhrをこ 就 t,ヽ て
巨 1. LI L 専任講 師 斎藤 司良
Ⅰ.は･じめに
台東1姦湾及び大陸に於いて､ r樟脳｣･の原材 として用いられて来た樟未に関 して､種





膚 未に関する史料に就いては､以下の通 りセある｡樟木は古 くか ら r汝草 ｣と言われ､
橡は】r象之大著｣即ち "大物"で､章は r大材木｣の義とされ､また ｢立績之事､膏輿赤
沼之文ヽ赤輿白謂之草J即ち棟木之大紋は章の如 し､故に濠章と称せ られている｡
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こで は､その巨木ぶりと同時に､その用途の中に､樟脳製造を見 ることができる｡
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内山多筏苔､大著可二十角遠勝於新産｡鹿茸､鹿茸､鹿角浮､鹿角箱､鹿牡草､接
=.梯こ樟脳､通草､梅子､茜草､豊黄､皆美O





樟脳 以樟未切片､井水浸三 日夜､入鍋煎之､用柿木枝頻投､待汁減､柳上有 白馬避
豪淳､傾入会､経宿結塊｡








以'上か らは､台湾東部の宜簡地方に於ける樟脳生産の過程を見 ることがで きる､ と同時
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r r 二 十 [
樟脳樹産於内地､●至 r変岸里J (今高雄県六亀郷)止｡葛薦蘭鹿兼産有五､六十種


























一･1 r･.･.1ノ一.■~' ｢一｢ r上 二
寧汝上海乍浦天津以及腐凍凡港路可通争相貿易所嘗之値或易他貸而遺a
( ､ 清朝末期になると､台湾北部の良港淡水に多 くの外国商人がさまざまな商品を求めて集
･まこっ･て きたi米 .茶 ･砂糖 ･硫黄と共に樟脳 もまたその重要な産物の-つであったo彼






る事件が起 こり､ 日本の台湾出兵に続 くわけであるが､清朝は船政大臣沈藻祖を欽差大
.臣として台湾へ赴かせ､その処理に当たらせた｡沈夜禎が台湾に赴任 した当時の行政区
画は､ 台湾府 と台湾 ･鳳山 ･嘉義 ･彰化の四県と淡水 ･着席蘭三鹿であったが､上記史
料t.=見 られるごとく､台湾北部の開発が進むにつれて､淡水廃を新竹県と為 し､菖属葡
萄を女蘭県 と為 し､孟甲 (今の高革一帯)に淡水県を増設 し､新たに基北府を設けて こ
れを管韓させた｡
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そ･の製脳法 も中国福建省の泉州か らの渡盛者によってもたらされた物と考え られている.
台湾が清朝の版図に入った後は､台湾は封禁の地となったが､密かに渡盛する者が後を
絶たず､番地に入って伐米製脳に従事する著多 く､ついに康熊五十九 (一七二〇)年に














こ甲史料か らは､台湾北部の淡水地方の内山か ら植木が多 く産することが知 られる｡そ
の枠木を以て北路の孟甲 (今の遵北高琴)にあった軍工廠で-船舶材料として用いられた｡
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ここか らは､密かに作 られた樟脳を含む台湾の特産､例えば石炭 ｡米などが､大陸虜東

























･は密かに淡水 ･義隆に至 り阿片を以て樟脳 と交易 した｡その後成豊玉 (-^五五)年に
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薬療ジャーデイン･マゼソン商会及びデント商会僧 ､在台湾の清朝官吏と契約 し､樟脳
1.L ノ を輸出して巨利を謀 った｡そ･.0価格は石斤につき十六 ドルにして､香港に於ける時価十
∴八 ドルと比 し均衡を保 っていたが､清朝官吏は製脳者にたいして僅かに六 ドルを払 うに
過 ぎず､為に巨額の利益を得ていたO次いで威豊十 (一八六〇)年台湾の四港の開港す
I.か こ及び､樟脳はその輸出品の中心をなした｡ しか し台湾道陳方伯の議によりこれを専
売●とな し､専 ら軍工科館においてこれを買収 した｡同治五 (一八六六)年台湾遠呉大建
は樟脳を外国人に売 らざ るの議を建てたOこれに対 し英国領事は異議を唱え､ついに英

























以て全盛の樟脳事務を総理及び管掌 し､且つ防薯を脳虻の数に応 じて賦課 し､撫書の経

















っlいていた｡本編で見てきた史料か らも､ r樟脳｣は北回帰線をはさみ熱帯 と亜熱帯と
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動範囲を広めていったOその中で治和洋行 (ジャーデイン ･マゼソン商会)や旬徳洋行
ぐデ,>ト商会)に代表される･英国商会は､台湾各地に支店を開設 して時に非合法的に台
湾での r樟脳｣貿易に従事 していった｡台湾に串いては r樟脳｣は同治二 (-^六三)
年より専売におかれていたが､英国を初めとした欧州列強の強い抗議のもと､同治七 (




































( ⑬∴ 隼 湾番手物産奥歯凱 清､同冶八乳 -^六九年､美園巌慮門領事李議穫
















㊨ ･拙著 r晴代姦湾に於ける樟脳生産に就いて｣ 平成六年､一九九四年､
r松村滴先生古稀記念鰭代論叢J､汲古書院発行
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